
   

 

隣接する室の境界となる壁に、異なる構造体記号が割り当てられている 

解説 

隣り合う部屋の境界となる壁がそれぞれ別の構造体記号が割り当てられている際に表示されるエラーです。該当の壁を

選択し、右クリック＞設定＞壁の設定で表示される[構造体記号]をご確認ください。 

 

 
 

エラー解消手順 

※ エラー箇所の壁を選択するために選択種類を[壁]だけにしておくと作業がしやすいです。 

 

1. 該当の壁体を選択し右クリックメニューを表示します。 

2. 設定を選択します。 

3. 壁の設定画面で [構造体記号]にチェックを入れます。 

4. 構造体を確認して正しい構造体を割り当て、変更をクリックします。 

 

※壁を選択しにくい場合は 

選択種類[壁]を選択 

①対象の壁を 

選択し右クリック 
② 設定を選択 

④ 正しい構造体記号を 

選択肢から選んで[変更] 

③ 構造体記号にチェック 
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